
敬
す
る
先
生
が
、
私
の
代
り
に
往
っ
て
呉
れ
る
な
ら
其
様
な
結
構
な

事
は
な
い
と
云
ふ
て
、
即
ち
同
氏
を
御
国
へ
紹
介
し
て
彼
の
地
に
留

め
て
あ
る
自
分
の
家
財
雑
具
は
悉
皆
同
氏
へ
贈
る
こ
と
に
し
た
」

（
二
○
五
号
）

上
京
後
、
三
宅
は
二
ヵ
月
余
り
藩
兵
（
築
地
）
の
隊
付
医
者
を
命

じ
ら
れ
、
明
治
三
年
三
月
大
学
出
仕
の
運
び
と
な
っ
た
。

（
金
沢
医
科
大
学
）

十
七
・
八
世
紀
の
長
崎
に
お
け
る
医
学
を
言
う
場
合
、
ま
ず
、
掲

げ
ら
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
南
蛮
医
学
・
オ
ラ
ン
ダ
医
学
で
あ
ろ

う
。
た
し
か
に
、
当
時
の
日
本
医
学
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
の
医
学
は

注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
医
学

は
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
庭
脩
教
授
に
よ
れ
ば
、

「
長
崎
情
緒
と
は
オ
ラ
ン
ダ
情
緒
と
人
は
言
う
が
、
実
は
、
長
崎
の

異
国
情
緒
は
中
国
情
緒
で
あ
る
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
医
学
」
と

「
情
緒
」
と
は
一
緒
に
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
見
解

も
一
理
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
長
崎
に
来
航
し
て
い
た
中
国

人
医
師
た
ち
の
活
躍
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
従
来
、
あ
ま
り
取
り
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
に
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近

年
、
着
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戸
出
一
郎
博
士
の
『
王
寧

宇
五
雲
子
伝
』
お
よ
び
播
吉
星
教
授
の
『
日
中
医
学
交
流
史
の
中
の

十
七
・
八
世
紀
の
長
崎
に
お
け
る

中
国
人
医
師
た
ち
に
つ
い
て山

本
徳
子
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陳
明
徳
、
王
寧
宇
、
僧
澄
一
、
戴
曼
公
、
僧
化
林
、
盧
艸
碩
、
陸

文
斉
、
沈
熨
庵
、
呉
戴
南
、
陳
振
先
、
朱
来
章
、
朱
子
章
、
周
岐

来
、
趙
瓶
陽
、
李
仁
山
、
（
馬
医
劉
経
先
。
胡
兆
新
、
楊
西
斎
、
陸

品
三
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
医
師
た
ち
が
来
日
し
た
理
由
の
一
つ
に
幕
府
の
招
贈
に

よ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
医
書
の
輸
入
を
求
め
る
な
ど
、

当
時
の
中
国
医
学
に
対
し
て
の
幕
府
お
よ
び
、
一
般
人
に
お
い
て

も
、
要
請
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

か
れ
ら
の
来
日
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、
中
国
側
の
事
情
も

考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

中
国
の
医
学
に
端
を
発
し
た
と
さ
れ
る
本
邦
の
医
学
が
、
西
洋
の

医
学
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
、
来
日
し
て
い
た
明
・
情
の
医
師
た
ち

に
つ
い
て
概
要
を
試
朶
る
こ
と
に
す
る
。

（
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
医
史
学
教
室
）

周
岐
来
』
な
ど
の
研
岸

で
は
、
江
戸
期
、
に

師
た
ち
に
は
、
ど
の
』

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

江
戸
期
、
十
七
・
八
世
紀
に
長
崎
に
来
て
い
た
中
国
人
医

は
、
ど
の
よ
う
な
者
が
い
た
の
か
。
主
な
も
の
を
掲
げ
る

歯
の
硬
組
織
の
構
成
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
比
較
解
剖
学
者

目
。
富
ａ
９
壱
２
（
届
晨
ｌ
扇
留
）
は
「
歯
の
主
要
部
を
形
成
す
る
と

こ
ろ
を
ｇ
〕
湾
の
９
８
．
昌
ま
た
は
８
．
号
９
口
の
（
歯
骨
）
と
称
し

て
い
る
が
、
そ
の
か
わ
り
に
号
貝
旨
。
（
象
牙
質
）
と
い
う
用
語
を

提
案
す
る
。
第
二
の
組
織
と
し
て
○
画
。
日
の
目
日
日
と
い
わ
れ
、
』
閃
．

目
角
５
旨
倉
囹
や
』
望
ロ
フ
ラ
ン
ス
）
に
よ
恥
ソ
○
○
具
の
×
○
鵠
①
回
、
と
、

ま
た
閃
．
国
鳥
①
（
弓
麗
年
頃
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
に
よ
り
○
目
、
冒

胃
言
。
吻
騨
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
８
日
の
具
（
セ
メ
ン
ト
質
）

と
呼
び
、
象
牙
質
と
セ
メ
ン
ト
質
と
の
間
に
存
在
す
る
第
三
の
組
織

は
国
旨
８
目
“
冒
目
》
シ
８
日
固
い
あ
る
い
は
啓
富
国
口
昏
ぐ
旨
３
な
ど

と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
ｇ
§
且
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
鳥
貝
旨
⑦
の
用
語
は
オ
ウ
エ
ン
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
、
一
八
四
○
（
天
保
十
一
）
年
に
歯
の
硬
組
織
の
名
称
は

Ｒ
・
オ
ウ
エ
ン
の
歯
の
硬
組
織
名
称
の

命
名
補
遺

本
間
邦
則
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